
第３編第１章 航空交通事故の動向
平成30年度交通事故の状況及び交通安全施策の現況 第３編航空交通

平成30年中の航空交通の安全上のトラブルの状況
航空輸送事業者における安全上のトラブル

我が国の航空運送事業者に対して報告を義務付けている事故，重大インシデント※
に関する情報は，平成30年度に16件報告された。
なお，我が国の特定本邦航空運送事業者（客席数が100又は最大離陸重量が５万キ

ログラムを超える航空機を使用して航空運送事業を経営する本邦航空運送事業者）に
おける乗客死亡事故は，昭和60年の日本航空123便の御巣鷹山墜落事故以降発生して
いない。

※重大インシデント
結果的には事故に至らなかったものの，事故が発生するおそれがあったと認められる事態のうち重大なもの。

我が国における航空事故の発生件数は，平成30年は16件，これに伴う死亡者数は
11人，負傷者数は5人である。
近年は，大型飛行機による航空事故は，乱気流等気象に起因するものを中心に年

数件程度にとどまり，小型飛行機等が事故の大半を占めている。

近年の航空事故の状況
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第３編第２章 航空交通安全施策の現況
平成30年度交通事故の状況及び交通安全施策の現況 第３編航空交通

◎航空機・装備品等の安全性を確保するための技術基準等の整備
航空機，装備品等の安全性の一層の向上等を図るため，最新技術の開発状況や国際的な基準策定

の動向等を踏まえ，航空機及び装備品の安全性に関する技術基準等の整備を行った。

航空機の安全性の確保

◎事業提供者におけるSMS（安全管理システムの強化）
本邦航空運送事業者等の業務提供者に対して安全の向上の取組に直結した安全指標及び安全目標

値の設定を促進し，安全に係るリスク管理の仕組みであるSMSの質の向上を図るように指導した。
特に，新たに航空運送事業者となった者や民活法等に基づき新たに空港運営者になった者等，SMS
の取組の実績が浅い業務提供者に対しては，安全指標及び安全目標値の設定などが的確に実施され
るよう，連携を密にして指導，監督，助言等を行った。

航空安全プログラムの更なる推進

航空交通環境の整備
◎滑走路誤進入対策の推進
ヒューマンエラーに起因する滑走路誤進入を防止するため，管制指示に対するパイロットの復唱

のルール化等の対策を講じるとともに，滑走路誤進入事案に関する安全性情報の共有を促進するこ
とにより，管制官とパイロットのコミュニケーションの齟齬の防止を行っている。また，滑走路占
有状態を管制官やパイロットへ視覚的に表示・伝達する滑走路状態表示灯システム（RWSL）の整
備等を推進している。

◎飲酒に関する対策の強化
平成30年から31年にかけて，航空会社において飲酒に係る不適切事案が連続して発生したことを

受け，航空会社に対し法令遵守の徹底等について指導を行うとともに，30年11月より「航空従事者
の飲酒基準に関する検討会」を開催し，我が国における統一的な飲酒ルールの検討を進め，31年１
月に，全ての操縦士を対象としたアルコール濃度の数値基準を設定するとともに，本邦航空運送事
業者に対して，アルコール検知器を使用した乗務前後の検査の義務付け，アルコールを検知した操
縦士の乗務禁止，経営者を含む社員への定期的なアルコール教育の実施などを内容とする厳格な飲
酒基準を策定した。

航空機の安全な運航の確保
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